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禅文学の特殊性一一一道元の教えと良寛
The Particularity of Zen Literature 
Do gen’s teaching and Ryokan 
石上・イアゴルニ ッツア ー 美智子＊
Two kinds of works seem to exist among the literary works based on life: 
firstly the works which spring spontaneously out of the life fully lived by 
the authors, and secondly the ones composed consciously by the authors with 
their own or others' lives as material. Zen literature falls into the first 
category. 
Then what is the particularity of Zen literature which flourished in the 
Middle Ages in japan, first with the Shらhoεenzoof Degen, then with other 
works of Zen masters under the name of Gozan literature? 
Isn’t itparadoxical that the experiences of Zen life are communicated by the 
very words that Zen monks are supposed to disdain? 
Degen says clearly in his Shobogenzo that beside the normal logical 
language there exist “words of insight”which spring out of “bodhi”(insight) 
and contain inner experiences inexplicable in normal language. 
The particularity of Zen literature is in these “words of insight” 
The concrete example of Ryらkan,one of Dらgen’sfaithful disciples of the 
Edo era, shows that Dらgen’sessential teaching was understood and prac-
ticed by Ryらkan.
However the latter chose what pleased him among the written messages of 
his master, himself creating an original way of zen. 

















































































































































































































































































(1) Marcel Proust: A la recherche du temps perdu ed. La Pleiade.t N . 









(6) 道元の言語観については、竹内牧男： 「良寛の詩と道元禅J （昭53 大
蔵出版社、 p225以下）及び「道元の言語哲学」（講座道元4、「道元思
想、の特徴」第7章、昭55 新大社 p p 191-215）にすぐれた説明がある。
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(7) 「読永平録」には幾つかの墨蹟があり、その聞にかなりの差がある。




(9) 板橋興宗「良寛さんと道元禅師」昭61 光雲社 pp 250ー 251
。 良寛の琴に関する一連の詩の禅的解釈については、朝倉尚「良寛の詩歌
にみる「ことば」と「心」」 （三）「心裡無絃琴」in宮栄二編「良寛研究
論集」昭60 象山社 p 211-223が興味あり。
(1) 渡辺秀英 「良寛出家考」に収録、解説される。
(12) 島崎の木村元石衛門の子孫、木村元周氏宅。
(13) 「十字街頭乞食了」、 「今日乞食逢駿雨J、 「維時八月朔」、 「昨日出城市、
乞食西又東」、 「長朝持枝錫、乞食入市廓」「終日望畑村、展転乞食乞」、
「空孟二首」、 「城中乞食了」、 「終日乞食罷」等々 。




(15) 「我昔静慮ヲ学ビ 徴々トシテ気息ヲ調ウ 是ノ如クニシテ星霜ヲ経
殆ンド寝食ヲ忘ルニ至ル」
(16) 中村宗一 「良寛の備と正法眼蔵」昭59 誠信堂書店 p 283 
(17) 自筆本「草堂集」 「時二菊幽香ヲ発シ 山川秀奇多シ 人生金石ニ非ズ
境ニ対シ心ハシパシパ移ル 誰カ能ク一隅ヲ守リ 克々者糸ヲ為レンヤJ
cf.長谷川洋三「良寛禅師の宗教」（六）「道元禅師との相違」 in「良寛











(in講座道元5 「世界思想と道元」昭55 春秋社第12章 pp71-107) 
は仏典に依りこれを示す。
(21) 「正法眼歳」「帰依仏法僧宝」「法華経は諸仏如呆一大事の因縁なり。大
師釈尊所説のなかには法華経これ大王なり。」道元と良寛の法華経観に
ついては、石付謄龍「良寛和尚の宗教－評釈 法華転、法華讃J昭55
新潟県曹洞宗青年会参照
(?2) 五百年乗塵挨ニ委シハ
職トシテ是レ法眼ヲ択プノ無キニ由ル
1色々皆是レ誰ガ矯ニカ挙スル
言ウ莫グ今ニ感ジテ心曲ヲ労スト
一夜灯前ニ涙留マラズ
湿イ尽ス永平ノ古仏録
【参考】
＊古ヲ懐シミ（異本）
愛語といふは、衆生をみるにまづ慈愛の心をおこし、顧愛の言語をほどこす
なり。おほよそ暴悪の言語なきなり。世俗には安否をとふ檀儀あり、悌道には
珍重のことばあり、不審の孝行あり。慈念衆生、猶如赤子のおもひをた くはへ
て言語するは愛語なり。徳あるはほむべし、徳、なきはあはれむべし。愛語をこ
のむよりは、やうやく愛語を増長するなり。しかあれば、ひごろしられずみざ
る愛語も現前するなり。現在の身命の存せらんあひだ、このんで愛語すべし、
世世生生にも不退縛ならん。怨敵を降伏し、君子を和睦ならしむること、愛語
を根本とするなり。
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むかひて愛語をきくは、おもてをよろこばしめ、こころをたのしくす。むか
はずして愛語をきくは、肝に銘じ、魂に銘ず。しるべし、愛語は愛心よりおこ
る、愛心は慈心を種子とせり。愛語よく廻夫のちからあることを皐すべきなり、
ただ能を賞するのみにあらず。
（大久保道舟編「道元禅師全集J上巻 筑摩書房）
愛語ト云ハ 衆生ヲ見ルニマヅ慈愛ノ心ヲオコシ 顧愛ノ言語ヲホドコスナ
リ。オヨソ暴悪ノ言語ナキナリ。世俗ニハ安否ヲトフ礼儀アリ。仏道道（重字）
ニハ珍重ノコトパアリ。不審ノ孝行アリ。慈念衆生猶如赤子ノオモヒヲタクハ
へテ言語スルハ 愛語ナリ。徳アルハホムべ、ンo 徳ナキハアハレムベシ。愛
語ヲコノムヨリハ ヤウヤク愛語ヲ増長スルナリ。シカアレパ ヒゴロシラヒ
ズミヘザ‘ル愛語モ現前スルナリ。現在ノ身命ノ存スルアヒダ コノンデ愛語ス
ベシ。世々生々ニモ不退転ナランo 怨敵ヲ降伏シ君子ヲ和睦ナラシムルコト
愛語ヲ本トスルナリ。向テ愛語ヲキクハ ヲモテヲヨロコパシメ コ＼ロヲ楽
シクス。向カハズシテ愛語ヲキクハ 肝ニ銘ジ魂ニ銘ズ。シルベシ愛語ハ愛心
ヨリオコル。愛心ハ慈心ヲ種子トセリ。愛語ヨク廻天ノ力ラアルコトヲ学スベ
キナリ。タぐ能ヲ賞スルノミニアラズ
（東郷豊治「良寛全集」上創文社）
??? ?
